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や
か
な
瀬
戸
内
海
を
望
む
香
川
県

高
松
市
。香
川
大
学
創
造
工
学
部

に
あ
る
私
の
研
究
室（
岡
崎
研
究
室
、
写
真

１
）
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
を
基
盤
と

し
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
か
ら
先
端
材
料

設
計
、
地
域
課
題
解
決
ま
で
幅
広
い
ア
プ

ロ
ー
チ
で
日
々
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

当
研
究
室
の
特
徴
は
、
学
術
的
な
研
究

に
と
ど
ま
ら
ず
、社
会
実
装
や
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る

点
に
あ
る
。例
え
ば
、
地
元
・
高
松
に
本
社

を
置
く
大
手
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
企
業
と
の
協

働
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
お
け
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
品
質
管
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会

人
向
け
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
る
。ま
た
、
瀬
戸
内
海
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
や
文
理

融
合
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
地
域
課
題
の
解
決

を
図
る
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち

上
げ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。学
生
た
ち
に

は
、
こ
う
し
た
社
会
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
繋
が

る
活
動
を
通
じ
て
、自
身
の
研
究
が
実
社
会

で
ど
う
役
立
つ
の
か
を
常
に
意
識
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
研
究
室
の
学
生
た

ち
が
情
熱
を
注
い
で
い
る
主
要
な
研

究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
一つ
目
は
、「
安
全
性
と
意
匠
性

を
同
時
に
充
足
す
る
設
計
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」で
あ
る
。現
在
の
日

本
の
土
木
デ
ザ
イ
ン
は
、
構
造
安
全

性（
強
）や
施
工
性（
用
）が
過
度
に

重
視
さ
れ
る
あ
ま
り
、
画
一
的
で
意

匠
性
（
美
）
に
乏
し
い
傾
向
が
あ
る
。

そ
こ
で
当
研
究
室
で
は
、
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の
「
力
学
的
に
最
適

化
さ
れ
た
構
造
は
自
然
で
美
し
い
」

と
い
う
思
想
に
着
目
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、構
造
最
適
化
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
力
学
的
に
無
駄

の
な
い
基
本
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ

こ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
感
性
評
価

（
例
え
ば「
美
し
い
」「
自
然
な
」「
実

用
的
な
」と
い
っ
た
印
象
）に
基
づ
く

「
感
性
的
意
匠
性
パ
ラ
メ
ー
タ
」
を

岡
崎
研
究
室
に
つ
い
て

▲ 写真1  研究室写真

▲ 図1  意匠設計支援システム

組
み
込
む
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
芸
術
的
素
養
が
な
い
技
術
者

で
も
、
安
全
性（
力
学
的
合
理
性
）を
担
保

し
つ
つ
、
誰
も
が
快
適
と
感
じ
る
美
し
い
形

状（
意
匠
性
）を
直
感
的
に
探
求
で
き
る
設

計
支
援
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
て
い
る（
図
１
）。

♯ 005
こ
の
成
果
は
、
建
築
コ
ン
ペ
（
第
15
回

Forum
8

学
生BIM

&
VR

デ
ザ
イ
ン
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
オ
ン
ク
ラ
ウ
ド
）に
お
い
て
入
賞

を
果
た
す
な
ど
顕
著
な
成
果
が
出
つ
つ
あ

る（
図
２
）。

　
二
つ
目
は
、「
効
果
的
・
効
率
的
な
維
持

管
理
を
実
現
す
る『
復
元
設
計
』と
先
進
的

診
断
技
術
」
で
あ
る
。イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

が
進
む
中
、我
々
は
場
当
た
り
的
な
補
修
で

は
な
く
、
構
造
物
の
性
能
を
本
来
の
姿
へ
と

回
復
さ
せ
る「
復
元
設
計
」の
理
論
構
築
に

挑
ん
で
い
る
。学
生
た
ち
は
、
P
C
橋
梁
を

は
じ
め
と
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
な

ど
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
っ
て
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
を
作
成
し
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
る（
図
３
）。

　
さ
ら
に
、
設
計
図
を
描
く
前
の「
精
緻
な

健
康
診
断
」と
し
て
、
中
赤
外
分
光
法
を
用

い
た
イ
ン
フ
ラ
の
劣
化
診
断
技
術
の
開
発
に

も
注
力
し
て
い
る
。下
水
道
管
の
硫
酸
塩
腐

食
な
ど
、目
に
見
え
な
い
劣
化
を
高
精
度
に

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（
可
視
化
）
す
る
画
期
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
研
究
室
を
挙
げ
て
熱

気
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
三
つ
目
は
、
香
川
県
な
ら
で
は
の
研
究
で

あ
る
「
地
域
資
源
『
希
少
糖
』
を
活
用
し
た

鉄
筋
腐
食
抑
制
剤
の
開
発
」
で
あ
る
。こ
の

岡崎 慎一郎 教授
おか ざき   しん いち ろう

研
究
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
未
利
用
資
源
の

有
効
活
用
と
し
て「
賞
味
期
限
切
れ
の
廃
シ

ロ
ッ
プ
」
を
あ
え
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。

本
来
捨
て
る
は
ず
の
シ
ロ
ッ
プ
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
寿
命
を
延
ば
す
エ
コ
な
防
錆
剤

に
生
ま
れ
変
わ
る
可
能
性
を
追
求
し
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
は
最
適
な
配
合
を
求
め
て
泥

臭
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
り
、供
試
体
を
作

製
し
、
電
気
化
学
的
な
計
測
機
器
と
日
々

格
闘
し
な
が
ら
長
期
間
の
デ
ー
タ
解
析
に

没
頭
し
て
い
る
。実
環
境
で
の
適
用
に
耐
え

う
る
技
術
の
確
立
を
目
指
し
、
将
来
的
な

耐
久
性
評
価
の
議
論
に
少
し
で
も
役
立
つ

知
見
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
す
毎
日
で
あ
る
。

　

現
場
で
の
泥
臭
い
作
業
か
ら
ミ
ク
ロ
な

化
学
分
析
、そ
し
て
感
性
工
学
を
取
り
入
れ

た
シ
ス
テ
ム
開
発
ま
で
幅
広
い
活
動
が
あ
る

が
、メ
ン
バ
ー
同
士
の
仲
が
良
く
、時
に
は
瀬

戸
内
の
穏
や
か
な
海
を
見
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
壁
を
乗

り
越
え
て
く
れ
て
い
る
学
生
た
ち
を
非
常
に

頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
、こ
こ

香
川
の
地
か
ら
、
社
会
基
盤
を
支
え
、
人
々

の
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
に
直
結
す
る
技

術
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
た
め
、
学
生
た

ち
と
共
に
前
進
し
て
い
き
た
い
。

穏
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▲ 図2  デザインワールドカップ資料

▲ 図3  復元設計の自動システムの概要
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